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はじめに
　「夫は外で働き，妻は家庭を守る」という性別

役割分業の下では，父親は経済的基盤を維持する

ため働き，母親が家事を担い，子どもの世話や教

育を行ってきた．しかし，「労働基準法」や「男

女雇用機会均等法」「育児・介護休業法」といっ

た法の整備が進み，働く女性は増加した1)．一方

で，男性の家事分担は依然として進まず，「男は

仕事，女は仕事・家事・育児」といった新・性別

役割分業と呼ばれる概念が生まれた2）．

　このような社会の風潮の中において，生涯のス

トレス経験率を見た場合，どの年齢層においても

女性の方が男性より高く，育児期女性のストレス

は最も深刻である3)と述べられている．また国際

的に見ても，日本の育児期母親は育児を楽しめて

いないことも知られている4)．これらより，母親

の育児ストレスに対して対応をとることが求めら

れている．

　これまでの先行研究で，子どもの気質5），子ど

もの行動6),7)，育児中の母親の環境6),7)，夫の考え

方や夫のサポートの程度6),7)，子どもとの関係6),7)，

母親の育児に対する考え方8)，就労の有無9),10)等

が母親の育児ストレスと関連があると明らかにさ

れている．しかしながら，子どもの行動特性，コー

ピング，ソーシャルサポート，抑うつ度との関連

を同時に調査し，それらと母親の育児ストレスの

関係を検証した研究はない11)．子どもに関わる作

業療法士は母親への育児支援を行う際に，より効

果的な介入を行うために育児ストレスに影響を与

える要因がどのように関連しているのか知ってお

く必要がある．

　作業療法士が支援に関わることが多い自閉スペ

クトラム症，注意欠如多動症等の発達障害をもつ

子どもたちが増加しているといわれている．この
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ような発達障害を持つ子どもたちも作業療法の対

象となる．その際，子どもたちへの支援と同様に

保護者への支援も重要となる．どのような要因が

関連しあって母親の育児ストレスに影響を与える

のかについて明らかにすることで，発達障害があ

る子どもたち，その母親に対する適切な育児支援

の方法を検討することができると考える．

　本研究では育児ストレスとそれぞれの関係，要

因を分析することで，子どもの行動の特徴やコー

ピング，ソーシャルサポート，抑うつ度が育児ス

トレスに対し，どのように影響しているのか見出

すことを目的とした．母親のストレスを引き起こ

しやすい要因を明らかにし，具体化することで，

母親への支援に活かすこと，母親自身が育児スト

レスに対して客観的に対応するための情報を得る

ことを目指している．

方　法
１．対象
　幼稚園，保育園に通園している３～６歳の子を

持つ母親500名を本調査の対象とした．

２．調査期間
　2013年12月～2014年５月

３．調査方法
　Ａ県内の３園の幼稚園，３園の保育園に，研究

者らが準備した調査票を幼稚園教諭または保育士

が配布し協力を呼びかけた．調査票には，調査の

趣旨と個人が特定されないこと，研究以外の目的

には使用されないこと，調査の趣旨に同意した場

合のみ調査へ参加していただく趣旨を記載した．

調査票は園で取りまとめてもらい，研究者らが園

に出向いて回収を行った．

４．質問紙
　調査内容は大きく３つあげられる．

　１つ目は，回答者である父親，子どもの情報等

の「基本属性」，２つ目は，「育児ストレスの程度」，

３つ目は「育児ストレスに影響を与える可能性の

ある要因」である．その要因として今回は，先行

研究において育児ストレスと関係があるとされて

いた「子どもの行動特徴」，「育児ストレスに対す

るコーピング方法」，「ソーシャルサポートの量」，

「うつ病のリスク」をあげた．

１）基本属性

　基本属性として，対象の年齢，子どもの性別・

月齢，家族形態，子どもの人数をたずねた．

２）Parenting Stress Index/Short Form（PSI/

SF）

　「育児ストレス」を評定するために，Abidin12)

のThe Parenting Stress Index（PSI）の日本版

を使用した．本研究では『PSI短縮版36項目』13)

を用いた．PSI/SFは「親の苦悩」（例：私は親と

しての責任にとらわれていると感じる），「親−子

相互作用の機能不全」（例：私の子どもは，私が

喜ぶことはほとんどしない），「むずかしい子ども」

（例：私の子どもは，他の子どもよりずっと泣きや

すくむずかりやすい）の３つの下位尺度からなり，

各尺度12項目である．各項目への回答は「全くそ

のとおり」から「全く違う」の５段階となっており，

「全くそのとおり」＝５点，「全く違う」＝１点と

得点化する．得点範囲は25～125点であり，得点

が高いほど育児ストレスが高いことを示す．

３）Strengths and Difficulties Questionnaire

（SDQ）

　Goodman，R14)が開発したSDQは，「子どもの行

動特徴」を測定するための質問紙である．これは

日本語版もあり，信頼性，妥当性が検証されてい

る15)．SDQは親が回答し，質問紙は「情緒」，「行為」，

「多動・不注意」，「仲間関係」，「向社会性」の５

つのサブスケール，25項目からなる．評価項目は，

「他人の心情をよく気づかう」，「おちつきがなく，

長い間じっとしていられない」，「一人でいるのが

好きで，一人で遊ぶことが多い」，「自分からす

すんでよく他人を手伝う(親・先生・友達など)」

などがある．

　評価方法は，各項目について「あてはまらない」

＝０点，「まああてはまる」＝１点，「あてはまる」
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＝２点と３段階で評価をつける．逆転項目では，「あ

てはまる」=０点，「あてはまらない」=２点をつける．

そして，「情緒」「行為」「多動・不注意」「仲間関係」「向

社会性」のそれぞれのサブスケールスコアの合計

点を集計する．「向社会性」得点を除いた4つのサ

ブスコアの合計がSDQ総得点とされている．得点

によって「Low Need」「Some Need」「High Need」

と３つの状態に分けられており，得点が高いほど

支援ニーズが高いとされている．

４）ラザルス式ストレスコーピングインベント

リー（SCI）

　日本健康心理学研究所の日本語版SCI16)を用い

て育児ストレスに対するコーピング法を評価し

た．対象者に最近経験した具体的なストレス状況

を思い出してもらい，その時どう対処したかを各

項目について，「あてはまる」= ２点，「少しあて

はまる」=１点，「あてはまらない」=０点の３段

階で対象者自身が評価するものである．SCIは問

題と情動志向の評価から「問題志向型」ないし「情

動志向型」という２つの対処ストラテジーへの分

類，および８下位尺度からなる対処型（「計画型」

「対決型」「社会的支援模索型」「責任受容型」「自

己コントロール型」「逃避型」「隔離型」「肯定評

価型」）から構成される．問題対処にまつわる64

の質問項目の回答結果から，対処ストラテジー，

対処方を分類する．対処行動における傾向が高い

尺度ほど得点も高くなるように作成されている．

５）日本語版ソーシャルサポート尺度

　日本語版ソーシャルサポート尺度17）では，

「ソーシャルサポートの状態」を評価した．日本

語版ソーシャルサポート尺度は「家族のサポート」

「大切な人のサポート」「友人のサポート」の３つ

の下位尺度と全12項目からなる．各項目に対し

て，「全くそう思わない」=１点，「そう思わない」

= ２点，「あまりそう思わない」= ３点，「どちら

とも言えない」=４点，「ややそう思う」=５点，「そ

う思う」=６点，「非常にそう思う」=７点をつけ

る．各サポート源の下位尺度別に合計得点を算出

する．

６）日本語版K6

　日本語版K618）では，「うつ病リスク」を評価し

た．K6は６項目５件法の尺度であり，過去１ヶ

月間の抑うつ，不安状態を評価する．「全くない」

＝０点，「少しだけ」＝１点，「ときどき」＝２点，

「たいてい」＝３点，「いつも」＝４点をつける．

合計点の範囲は０～24点である．点数が高いほ

ど抑うつ，不安状態が高いことを示す．

５．分析方法
　分析にはIBM SPSS Statistics19を使用した．

母親の育児ストレスを従属変数，子どもの行動の

特徴，ストレス対処行動，ソーシャルサポート，

抑うつ度，基本属性間を独立変数として重回帰分

析を行い解析した．有意水準を５％とした．

６．倫理的配慮
　本研究は長崎大学大学院医歯薬学総合研究

科倫理委員会の承認を得ている（承認番号

13072536）．

結　果
　幼稚園・保育園児500名の母親を対象に，500

部の調査用紙を配布し，204名（41％）から回答

があった．このうち欠損値があるもの，子どもに

何らかの障害があると明言したものを除いた152

（幼稚園76・保育園76）名を分析対象とした．

　母親の平均年齢は35.3±5.1歳であった．子ど

もの平均月齢は58.9±13.8ヶ月であった．

　母親のPSI総得点を従属変数とし，他の因子を

独立変数として，重回帰分析（ステップワイズ法）

を行った．その結果，有意であった変数は選出順

にSDQの「多動・不注意」，「仲間関係」，「向社会性」，

K6の「抑うつ度」，SCIの「逃避型」，ソーシャルサポー

ト尺度の「サポートの総得点」であった（表６）．

考　察
　本研究で，育児ストレスに対して相互に影響を

与える要因として挙げられたのは，SDQの「多動・



4－　　－

幼児をもつ母親の育児ストレスと関連要因

不注意」，「仲間関係」，「向社会性」，K6の「抑う

つ度」，SCIの「逃避型コーピング」，ソーシャル

サポート尺度の「ソーシャルサポートの総得点」

であった（表１）．この結果から，子どもの行動

や社会性の問題，母親が抑うつ的で，逃避型コー

ピングを使っており，ソーシャルサポートが低い

場合，母親の育児ストレスが高い可能性があると

言える．そのため，これらの組み合わせがある母

親には，育児ストレスが高まり易いと考え，その

アセスメントや支援が必要となると考えられる．

　次に各独立変数に関して考察を行う．

　子どもの行動特徴として挙げられたのは「多動・

不注意」，「仲間関係」，「向社会性」であった．こ

れらの項目には，「順番を待てない」，「じっとして

いられない」，「集中が出来ない」，「考えて行動で

きない」，「同年代の子とうまく遊べない」，「他の

子からからかわれる」等の子どもの姿が反映され

ると考えられる．SDQは子どもの発達上の支援ニー

ズを調査するものであると同時に，発達障害のス

クリーニングとして用いられることがある19)．障

害特性より考えると「多動・不注意」はADHD児に

おいて，「仲間関係」はASD児においてみられやす

い特性であると推察できる．今回は明確な発達障

害の診断がついている子どもの母親は分析から除

外しているが，先に述べた母親の感じる養育困難

の理由は今回SDQで調査した結果につながる部分

がある．渡辺20)は，幼児期・学童期における多動

不注意の特性持つ子は「大人の怒りを刺激しやす

く，それにより激しい叱責を受けることも珍しく

ない」と述べている．また，田宮ら21)は，比較的

軽度な発達障害児の母親が感じる養育困難の理由

として，子どものとる行動の理由がつかめないこ

とや子どもとの関係がとりにくいことを挙げてい

る．眞野ら22)は多動・不注意の特性を持つADHD

児は，疾患の特徴に由来する「育てにくさ」によっ

て母親のネガティブな情動が喚起されやすいとし

ている．このことからも，子どもの発達上の特性

が育児ストレスを高めていると推察される．さら

に眞野ら22)はこの特性から起きる育児ストレスは

子どもの行動特徴そのものよりも，頻回に起こる

トラブルに対する周囲からの批判の方が大きく影

響しているとも述べているため，母親に対する支

援とともに周囲の環境に働きかける支援も合わせ

て求められるといえよう．

　コーピング法として挙がったのは「問題解決の意

欲を失う」，「やけになる」，「問題を他人のせいにす

る」といった逃避的コーピングである．間ら23)は「逃

避的コーピングを多用するものは健康低下をきた

しやすい」と述べている．また，逃避などの消極的

な対処はストレス反応を促進し，反対に問題解決

など積極的な対処はストレス反応を軽減するとも

述べている．さらに，脳性マヒ，下半身マヒなどの

身体障害児の母親を対象にした育児ストレス，コー

ピングの関連についての研究24)においても，「セル

フコントロール」「責任をとる」「逃避」の対処行動

が母親の心理的ストレスを増加させることが示され

ている．これらより，逃避的コーピングは育児スト

レスに影響を与えることが示唆される．また，これ

らの研究は対処行動が母親の育児ストレスに対し

て影響を与えたことを仮定しているが，母親の育

児ストレスが自身のコーピングに影響を与えた可能

性もある．育児ストレスが高まってしまった結果，

処理できないストレスから逃れるためにその問題か

ら逃れようとする「逃避型」の対処行動をとらざる

を得なかった可能性も推察できる．今回の調査で

は，逃避的コーピングが育児ストレスと関連するこ

とが示された．その機序は本研究では明らかには

表１．母親のPSI総得点を従属変数とした重回帰分析
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できなかったが，この対応をしがちな母親に対して

支援を検討することは重要であると推察される．

　重回帰分析では，ソーシャルサポートの総得点

が低いと育児ストレスが強くなることが示されて

いる．ソーシャルサポートに関しては，育児中の

母親に対して，家族や大切な人・友人といった身

近な人からのサポートがあると，育児ストレスは

軽減されるという傾向が示された．先行研究では，

育児ストレスを低減させる要因として，夫からの

サポートの重要性が指摘されている．25),26),27)ま

た，高橋ら28)は地域差の影響を述べたうえで「育

児肯定感に影響のあるサポートは，育児の先輩で

もある妻・夫方の親からのサポートである」とし，

更に夫からのサポートについて「夫が家事・育児

に積極的に参加していて，その夫の参加に満足し

ている母親の育児肯定感は高い」と述べている．

また，友人からのサポートについても述べられて

おり，『友人や近所の人からは「愚痴を聞く」「ア

ドバイスをする」といった情緒的サポートを受け

やすい』事を示し，「友人が子育てについての悩

みや愚痴を聞いてくれる大切な存在となりうる」

としている．これらから，育児ストレスを軽減す

るためには，家族間でのコミュニケーションに加

えて，より社会的な交流の中でのサポートも重要

であることがわかる．近年，「子育てサロン」や「親

の会」といった地域での取り組みに加え，雑誌や

インターネット上にも育児に関する情報があふれ

ている．そういった育児情報を上手く活用し，正

しい育児情報が得られるようにサポートしていく

必要性も求められるであろう．

　一方，氏家ら29)は，他者からのサポートを受

けることに心理的負担を伴う場合や他者への期待

が消極的な場合には，提供されたサポートへの

満足感が低くなるとしている．たとえソーシャル

サポートが得られたとしても，受け手である母親

がネガティブな認知的評価をする場合には，その

ソーシャルサポートが有効に利用されないことを

示唆している．また，Hisataら30)は，育児スト

レスが育児肯定感により対処できる範囲を超えた

場合は，ソーシャルサポートの効果がみられなく

なると言い，育児ストレスに対するソーシャルサ

ポートの緩衝効果に限界のあることを指摘してい

る．これからもわかるように，対象となる母親の

育児ストレスのみに着目するのではなく，母親自

身の心的状態，物事のとらえ方，ストレスのレベ

ルを多面的に捉えてソーシャルサポートを提供す

ることが求められる．

　重回帰分析により，育児ストレスと母親の抑う

つ度が関係することが示された．本研究では，母

親の抑うつの状態がもともとあったものなのか，

育児ストレスによって喚起されたものなのかまで

は明らかにできていない．ただし，抑うつ度の高

い母親は育児ストレスが高いという結果となり，

佐藤ら31)の研究と一致した．このことからも育

児中の母親に対しての支援を考える際には，母親

の精神的健康を重視すべきであることがわかる．

　ステップワイズ法による重回帰分析で前述の独

立変数が抽出され，子どもの行動だけでなく，母

親の気分，環境要因が含まれていた．Lazarusら

の理論によれば，子どもの気質や問題行動などの

ストレッサーの存在だけでは，育児はストレスに

ならず，育児に関係するストレッサーを母親が脅

威と感じ，対処能力を超えていると判断した場

合にストレスと認知される32)と述べられている．

ほかにも，コーピング型を使い分けている人の方

がストレスから逃避したり回避したりする人たち

に比べてソーシャルサポートを多く得ているとい

うもの25)や，育児ストレスと抑うつ重症度に関

する研究において「子どもの問題行動や問題状態

といった子ども関連育児ストレスが，ソーシャル

サポートの欠如や問題への対処不可能といった母

親関連育児ストレスに影響し，それが抑うつ重症

度に影響する」と述べている33)ものがある．こ

れらからも，それぞれの因子が独立して育児スト

レスに影響をしているわけではなく，育児ストレ

スとそれぞれの因子間でも相互に影響しあいなが
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ら母親の状態を作っていることがわかる．

本研究の限界
　本研究の限界について述べる．ソーシャルサ

ポートでは，家族・大切な人・友人の３つの下位

尺度で分析を試みたが，母親が具体的に誰を想像

しながら回答したかによって内容が異なる可能性

もある．また，母親の仕事の有無や子どもと過ご

す時間の長さ等を調査していなかった．そのため

今回挙げた調査項目以外にも母親の育児ストレス

に対して関連する要因がある可能性がある．今後

はこれらの要因も併せて調査し，それぞれの項目

間の関連も明らかにしていくことが求められる．

まとめ
　本研究では，母親への育児支援や母親自身が客

観的にストレスへ対応できることを目指して，育

児ストレスに関連する要因について検討した．そ

の結果，母親の育児ストレスには子どもの特徴，

対処行動，ソーシャルサポート，母親の抑うつ度

等が関連していることが分かった．先に述べたよ

うにこれらの項目はそれぞれ独立して関連してい

るのではなく，互いに影響しあっていることが考

えられる．そのため，育児支援を行う際には多角

的に母親を見たうえで，どの部分から支援を行っ

ていくべきか考慮することが必要である．
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Abstract

The aim of this study was to clarify child care stress and affective factors of it in 

mothers of preschool children. We asked mothers who have children aged 3 to 6 to check 

Parenting Stress Index/Short Form（PSI/SF），Strength and Difficulties Questionnaire（SDQ）, 

Stress Coping Inventory，Social Support Index， K6. In the results, 204 mothers responded 

those questionnaires. Multiple regression analysis revealed three sub-scale of SDQ, Escape-

Avoidance, total support score and depression score correlated with PSI/SF score. Therefore, 

child care stress might be affected by various factors.


